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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はシチジンデアミナーゼ遺伝子ファミリーのメンバーです。22番染色体上の、遺伝子重複に起因すると考えられるクラスターに存在する関連遺伝子群の1つです。このクラスターのメンバーは、CからUへのRNA編集シチジンデアミナーゼAPOBEC1と構造的および機能的に関連するタンパク質をコードし、新生レトロウイルスcDNA中のシトシン残基を脱アミノ化することで、HIVなどのレトロウイルスの増殖を阻害します。[RefSeq提供、2008年7月],補因子：亜鉛,機能：不明。in vitroにおいてHIV-1の感染性を低下させることはできません。,その他：22番染色体上の、遺伝子重複に起因すると考えられるクラスターに存在する7つの関連遺伝子または擬似遺伝子の1つです。,類似性：シチジンおよびデオキシシチジル酸デアミナーゼファミリーに属します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	APOBEC3D/F抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胎盤組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	APOBEC3D/F抗体を用いたCOS7細胞およびMCF-7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	APOBEC3D/Fポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

